
三日間のホームステイを通して 

大和文明 

仙台国際ハーフマラソンに出場のためアメリカ・リバーサイド市から選手団引率者として

来仙したエイドリアン・アロス氏が大会終了後、私のところにホームステイに訪れてくれた。 

聞くところによると彼は日本訪問がはじめてとのこと。 

たった三日間の短な滞在ではあるが、私としてはできる限り思い出に残る日本文化を配慮

した。まず就寝はベッドではなく畳にお布団、食事も極力日本食を心掛けた。 

21 才の彼は若者ながら礼節を重んじた実に育ちの良さが満ち溢れた青年だった。 

「裸で公衆温泉浴場で入浴」これは日本の最たる文化であろう。これに挑戦してもらった。

外国人の入浴には周囲の目が集中した。ところが彼は全く動じる様子もなく終始落ち着いて

笑顔を振る舞いいつの間にか彼を中心に大勢の人だかりとなっていた。 

まさに飾ることのない裸の付き合いがこの共同浴場にあることを強調したところ「素晴ら

しい」とのことだった。 

また日頃見慣れている私たちですら 5 月の新緑は目映い光景である。見渡すかぎりのグリ

ーン色の大自然はリバーサイドにはない風景であろう。谷間でうぐいすが歓迎してくれた。

まさに日本の春を存分に堪能し wonderful!を連発していた。 

3 日間の食事にも私なりに配慮した。趣味のクラブとはいえ私も 20 年以上も料理を習っ

ている。この時ばかりは腕を振るったつもりである。しかし、彼に受けたのは味噌汁（みそ

スープ）であった。これには私自身が少々戸惑いを感じたが屈託のない笑みを浮かべ食後毎

回お腹をさする光景が印象的だった。 

はじめてお会いしたエイドリアンでしたが、3 日間のホームステイを通して彼なりの日本

の生活体験が思い出深いものとなったようである。次回は必ず彼女を連れて来ると語気を強

く語っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイドリアン・アロス氏（大和文明氏のレストラン「茶々茶リバーサイド」の前で） 

 


